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９ 血液塗抹標本の作製と白血球形態観察に関する考察 

 

○藤森 英雄   

 

要  約 

 

地方病性牛白血病対策の一環で血液塗抹検査の機会が多くなっている。その中で「異型リンパ球」

の判断に苦慮することが多く、他県でも同様と考えられる。つくば病理談話会（第 213回、平成 29

年 9月 29日開催）に、持続性リンパ球増多症牛の血液塗抹標本を提出したところ、「リンパ球異型

率」は「数％」から「ほとんど全て異型」と見解が一定しなかった。また、「用語の適正使用」、「標

本の作り方による形態への影響」、「異型の判断は主観」といった意見も出された。このことは、血

液塗抹検査の標準化がされていないことが原因と考え、標準化の一助とするために標本の作製方法、

白血球形態観察について若干の検討を行った。 

作製方法では、ウエッジ法とクラッシュ法の標本で形態の比較したところ、適切な部位で観察す

れば、影響は少ないと考えられたが、個体によってはクラッシュ法で同定不能な崩壊細胞の増加が

懸念された。染色では、メイグリンワルド・ギムザの重染色が適切であり、希釈緩衝液の pH は色

調に影響する要因の 1つであった。リンパ球の形態観察では、医療分野での鑑別法を参考にし、細

胞の大きさ、核の形状、核・細胞質比（N/C比）、核クロマチン、細胞質の状態（色調、顆粒、空胞

など）を観察ポイントとした。さらに、医療分野では反応性での形態変化を「異型リンパ球」、腫

瘍性での形態変化を「異常（病的）リンパ球」と区別しており、家畜衛生分野での「異型リンパ球」

が反応性・腫瘍性のどちらを指しているのかは明確ではないが、この区別方法はわかりやすいと思

われた。  

標本の良否が、その標本から得られる情報の良否にも反映すると言われており、血液塗抹標本か

ら得られる情報を評価するには、医療分野に倣った標準化を目指し、同じ土俵で論じられることが

大切であると感じた。 

（本演題は、口頭発表で要約と図表のみ掲載しています。） 
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